
唐

鼻

士
戸

母

::ft.. 
日

::ft.. 
日

の

。
目

的

そ
の
原
音
が
中
世
以
前 、
主
と
し
て
鎌
倉
時
代
に
渡
来
し
た
唐
音
に
お
い
て

は 、
舌
上
音
の
サ・
ザ
行
表
記 、
喉
内
鼻
音
韻
尾
の
l
ン
表
記 、
入
声
部
尾
相

当
部
分
の
か
な
欠
如
等
々 、
興
味
深
い
こ
と
が
ら
が
数
多
く

見
出
さ
れ
る 。
そ

れ
ら
の
中
にあ
っ
て 、
鼻
音
声母
は 、
非
鼻
音
化
作
用
や
軽
唇立固
化
に
か
か
わ

っ
て
い
る
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る 。
乙
の
鼻
音
声母
に
つ
い
て
は 、
有
坂
秀

注l

世
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
氏
の
説
があ
り 、
そ
の 、
い
わ
ば
「全
体
像」
は 、

お
お
む
ね明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る 。
し
か
し
な
が
ら 、
疑母
の
よ
う
に 、
な
お

概
括
的
な
と
ら
え
方
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
もあ
る
し 、
ま
た
従
来
の
説

に
は
し
た
が
い
が
た
い
点
もあ
る 。
そ
こ
で 、
い
ま
改
め
て 、
先
学
に
導
か
れ

つ
つ 、
本
稿
の
筆
者
な
り
に
鼻
音
声母
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う 。

唐音の鼻音声 l予

資

料

現
在
ま
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る唐
音
資
料
は 、
決
し
て
少
な
く
な
い 。
し
か

し 、
そ
の
と
り
扱
い
や
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
は 、
必
ず
し
も
意
見
の一
致
を

見
て
い
な
い 。
紙
面
の
都AF
もあ
る
の
で 、
本
稿
で
は
こ
の
問
題
を
と
りあ
げ

る
余
裕
が
な
い
が 、
本
稿
で
使
用
す
る
資
料
に
つ
い
て
は 、
若
干
の
説明
を
加

湯

沢

幸

質

注2

え
て
お
き
た
い 。

氷
稿
で
用
い
る
『
楽
分
韻略
』
(
以
下 、
特
に
と
と
わ
ら
な
い
限
り
『
略
献』

も
合
む 。)
の
唐
音
に
対
し
て
は 、
有
坂
氏
以
来 、
よ
く
そ
の
規
範
性
が
問
題

に
さ
れ
て
い
る 。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
程
具
体
的
に
触
れ
る
と
乙
ろ
があ
る

が 、
乙
と
で
は 、
乙
の
問
題
に
対
す
る
本
稿
の
基
本
的
な
見
方
を
述べ
て
お
き

た
し 。

『
表
分
韻略
』
は
も
と
よ
り
韻
書
だ
か
ら 、
椋
出{子
は
韻
別
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る 。
乙
乙
に 、
乙
の
書
の唐
品目
加
点
者
は 、
乙
の
韻
別
掲
示
を
参
照
し
つ
つ

そ
の
加
点
を
行っ
た 、
す
な
わ
ち 、
実
際
の
中
国
音
か
ら
離
れ
た
人
工
的
な
唐

音
加
点
の
可
能
性
があ
る
の
で
な
い
か 、
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
く
る 。
し

か
し 、
そ
の
よ
う
な
人
工
的
操
作
が 、
ど
こ
に 、
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か

と
い
う
乙
と
は 、
い
ま
だ
十
分
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い 。
そ
し
て 、
あ
る
い

は 、
そ
の
操
作
が
な
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も 、
そ
れ
は
相聞
に
か
か
わ
る
部
分
が

主
で 、
と
と
本
稿
で
と
りあ
げ
る
声母
に
つ
い
て
大
々
的
に
行
わ
れ
た
と
は 、

到
底
考
え
ら
れ
な
い 。
な
ぜ
な
ら 、
韻
別
後
の
下
位
分
類
は 、
意
義・
用
法
に

よ
っ

て
い
る
か
ら
であ
る 。
そ
し
て 、
と
の
よ
う
な
見
通
し
は 、
た
と
え
ば 、

後
述
の
疑母
の
音
注
の
分
類
結
果
な
ど
に
よ
っ

て
さ
さ
え
ら
れ
る 。
も
し 、
人

工
的
操
作
を
加
え
てあ
る
の
な
ら 、
中
国
音
で
同
音
の
諸
漢
字
の
臨翌日
に 、
も
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っ
と
ずっ
と
強
く
統
一
性
が
認
め
ら
れ
で
も
よ
い
は
ず
であ
る 。

乙
れ
ら
の
乙
と
を
ふ
ま
え
る
と
こ
ろ 、
『
衆
分韻
略
』
を
用
い
て
の、
鼻
音

声
母
の
検
討
K
際
し
て
は 、
そ
の
規
範
性
H

人
工
的
操
作
に
対
す
る
配
慮
を
欠

い
て
も 、
さ
ほ
ど
支
障
は
生
じ
な
い
と
判
断
さ
れ
る 。
た
だ
し 、
音
符
か
ら
の

類
推
な
ど
と
い
っ
た
人
工
的
操
作
は
乙
の
限
り
で
は
な
い 。

さ
て 、
唐
音
加
点
の
『
爽
分
韻略
』
は
数
多
い 。
し
か
し 、
各
『
表
分韻

略
』
の唐
音
の
聞
に
は 、
相
違
点
は
少
な
い 。
し
た
が
っ

て 、
い
ず
れ
を
用
い

て
も 、
研
究
結
果
は
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
乙
と
が
見
込
ま
れ
る 。
と
は
い
え 、
と

に
か
く
相
違
点
もあ
る
わ
け
で 、
乙
の
相
違
点
の
内
に 、
唐
音
の
特
徴
を
把
握

す
る上
で
の
手
が
か
り
があ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で 、
本
稿
で
は 、
次
の
二
本

を
利
用
し
て
み
る
と
と
と
し
た 。

ω
国
会
図
書
館
蔵
本
『
略
韻』(
以
下 、
『
略
韻』
と
い
っ
た
場
合
本
容
を
指
す 。)

室
町
末
1江

戸
初
写 。
平
声
部
の
み 。
他
の
『
表
分韻
略
』
(
た
と
え
ば
次

掲
容)
と
違
い 、
唐
音且日
注
は 、
襟
出
字
右
側
に
常
に
明
示
さ
れ
て
い
る
の

で
採
用 。

ω
慶
長壬
子
版
『
表
分
韻
略』
(
以
下 、
『
慶
長
版』
と
い
う 。
京
都
大
学
付
属

図
書
館
蔵
本
日

奥
村
氏
の
影
印
に
よ
る
が 、

判
読
し
が
た
い
と
乙
ろ
は 、

国

会
図
書
館
蔵
本
で
補
う 。

付
刻
音
注
の
み
使
用
す
る
。)

唐
音
加
点
年
代不
明
の
場合
が
多
い
『
表
分韻
略
』
の
中
に
お
い
て 、
唐
音

付
刻
本
と
し
て
は
最
古
な
の
で
採
用 。
標
出
字
の
右
側
に
呉
音・
漢
音 、
左

側
に
唐
音
があ
る 。
他
の
『
表
分韻
略
』
の
多
く
と
同
様
に 、
呉
音・
漢品目

は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
標
出
字
にあ
る
の
に
対
し 、
唐
音
は
な
い
場合
が
少
な
く

な
い o
h

の、
な
い
場合
は 、
呉
音・
漢
童日
注
が唐
音
を
も
示
す 、
と
見

な
さ
れ
る 。
た
だ
し 、

時
と
し
て
は 、
誤っ
て
無
加
点
の
場合
もあ
る
と
推

定
さ
れ
る 。

な
お 、
以
下 、
乙
れ
ら
二
本
の
ほ
か
に 、
い
く
つ
か
の
『
楽
分韻
略
』
を
参

照
す
る
乙
と
があ
る
が 、
そ
れ
ら
に
お
け
る
音
注
の
加
点
形
態
は 、
『慶
長
板』

の
そ
れ
と
同
一
であ
る 。
よ
っ

て 、
そ
れ
ら
の唐
音
の
認
定
基
準
は
『慶
長
版
』

に
準
じ
る 。
ま
た 、
唐
音
音
注
無
加
点
の
た
め 、
右
側
加
点
の
呉立日・
漢
音
を

唐
音
と
認
め
る
場合

、
そ
の
呉
音・
漢
音
音
注
を
準唐
音
注 、
そ
の唐
音
を
準

唐
立固
な
ど
と
呼
ぶ
乙
と
があ
る
乙
と 、
そ
し
て
準唐
音
音
注
に
は 、
カ
ウ・
カ

ク
な
ど
と 、
右
側
に
傍
線
を
加
え
る
乙
と
を
乙
と
わっ
て
お
き
た
い 。
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泥
母

・
日
母

最
初
に 、
乙
れ
ま
で
比
較
的
研
究
が
進
ん
で
い
る
泥・
日
・

明
各
声
母
の

内 、
例
外
の
少
な
い
泥・
日
両
母
を
と
りあ
げ
て
み
る 。

A

泥
母
(
娘
母)

泥
母
は 、
原
則
と
し
てナ
行 。
例
外
は
次
の
一
六 。

略
韻

二
(濁点
は
省
略 、
以
下
同)

l
E
シ
ヤ
ウ
陽
(
ニ
ヤ
ウ
1)

3
白ヲ
タ
ン
ナ
ン
軍
(
ナ
ン
l)

]
主=二

関皿平

，dR2ニ九開I平

『
燕

分韻略
』
に
お
け
る
所
属
韻
は 、
韻
目
名
の
第一
番
目
の
漢
字
で
示
す 。
以
下
向 。

・
字
音

分類
は 、
『
広
韻』
『
韻
鏡』
に
よ
る 。
そ
の
際
に
は 、
当
該
字
の
『
臨時

分韻略
』
に
お
り
る
所

属
韻・
義
注
を
多
照
し
た 。
以
下
同 。

・
か
っ
ζ
内
の
音
注
は 、
声
調
上
の
同
異
を
考
慮
に
入
れ
な
い
場

合
K
お
け
る
同
音
他
字
例。
以
下

向。

4 3 慶
磁 波 長

三ヤニチI �宙
開ウ開ヤI ，� 

合江合 ウ |m m東 一平 平安四
ン

「

長
サ
イ
灰
(
タ
イ
l
・
ヌ
イ
1)

FthE一
四合I平

3

妥
タ
イ
賄
(
サ
イ
1
・
1
イ
1)

E
章一
四

合
I
上

、タ
量
F
Y
寒
(
ナ
ン
1
・

ナ
ン
2)

E
量二三関I平

O
更
タ
ン
翰
(
ナ
ン
2)

1
f

二
四

合I
去

i

E
チ
イ
篤

thg一国
五

合
E
去

3

K

シ

紙

(

F

T

4

4

八

翻

皿

上



-
際限
シ
ヤ
ウ
陽
(
ナ
ウ
2

1
E一

三
開
E
去

2
軍ヒン週(ニン8)

1

章
三
五
関
W
上

3
E
チ
ウ
有
(
ニ
ウ
3)

1

高
三
七
関
E
上

唐音の鼻音声母

(
入
声)

4
百凶
ス
屋
(
ヌ
1・
ウ
1)

1
日出一

関
田

5
E
ウ
屋
(
ヌ
l
・
ス
1)

l
tu一
関
E

日
綴UU腕E

と
れ
ら
の
内 、
1

嬢
は
日母
(
汝
陽
切
(
陽)
=
二
関
E
平)
で
もあ
る 。
『
表

分韻
略
』
に
は 、
日母
字
と
し
て
の
嬢
は
陽
唐韻
に
標
出
さ
れ
て
い
ない 。
し

均時品A憎

か
し 、
壌・
譲
な
ど 、
そ
の
同立日
他
字
の
唐
音
が 、
『略
韻
』
で
は
シ
ヤ
ウ
4、

注4

『慶
長
版
』
で

は叶刊引
7
であ
る
こ
と
か
ら 、
嬢
の
シ
ヤ
ウ
は 、
実
は
そ
れ

が
日母
字
の
時
に
持
つ
は
ず
の
音
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 。
一
方 、
『慶
長
版
』

の
準
唐
音
注
の
場
合 、
同
音
他
字
例
等
か
ら
見
る
と 、
実
は
そ
れ
は
唐
音
ま
で

も
表
わ
す
も
の
で
な
い
と
い
え
そ
う
な
も
の
・もあ
る 。
3
9
m
日
目
な
ど
が
こ

れ
に
当
る
が 、
特
に 、
3

到刑判引
は 、
当
該
被
注
字
と
同韻
の
も
の
の
唐
音

は 、
通
例
l
ン
であ
る
と
と
か
ら
も
そ
の
蓋
然
性
は
高
い 。
ま
た 、
白
タ
ク
に

関
し

て
は 、
入
声
字
の
唐
音
は韻
尾
相
当
部
分
の
か
な
を
欠
く
は
ず 、
と
い
う

と
と
か
ら 、
や
は
り
唐
音
を
も
表
わ
す
も
の
で
な
い
と
い
え
る 。
残
る
も
の
の

内 、
6
シ
は
音
符
か
ら
の
類
推
か 。
な
ぜ
な
ら 、
日母
上
声
字
余
は 、
『慶
長

飯』
で
唐
音
シ
紙
を
持っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る 。
な
お 、
日
シ
ヤ
ウ
も 、
裏陽

が
『略
韻
』
『慶
長
版
』
で
唐
音
シ
ヤ
ウ
を
持
っ

て
い
る
と
と
か
ら
す
る
と 、

6
と
同
様
に
扱
うべ
き
か
も
し
れ
な
い 。
ま
た 、
U
M
な
ど
は 、
同
音
他
字
例

を
参
照
す
る
と 、
ロ
の
ヒ
は
ニ
の、
U
の
ス
は
ヌ
の
誤
刻
と
考
え
う
る 。
そ
し

て 、
4
に
つ
い
て
も 、
江
摂
の
唐
音
は
l
a
ウ
であ
る
乙
と
もあ
り 、
ヤ
ウ
の

ヤ
を
ナ
の
誤
刻
と
す
る
余
地
もあ
る 。

例
外
す
べ
て
に
対
し 、
適
切
な
説明
を
加
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が 、
泥

母
ナ
行
は
動
か
な
い 。
と
の
乙
と
や 、
も
し
泥母
が
[口
千〕
[ロι1〕
の
よ
う
で

あ
っ
た
な
ら 、
タ
(
ダ)
行
が
も
っ
と
ず
っ
と
多
く
現
れ
る
であ
ろ
う
と
と 、

注5

中
古
音
・

唐
代
音 、
『中
原
音韻
』
等
で
泥母
は[ロl]
であ
る
乙
と
等
か
ら 、

舟主"b

『略
韻
』
を
用
い
王
力
氏
な
ど
を
引
き
つ
つ
泥母
〔ロ
山
を
述
べ
る
高
松
氏
a
は

注7

妥
当
と
認
め
ら
れ
る 。
た
だ
し 、
現
代
呉
地
方
音
で
は 、
白
話・
文
言
の
別
な

く 、
開-
Aロ[ロ1〕 、
斉
撮[
』「]
の
場
合
が
極
め
て
多
い
乙
と 、
有
坂
氏
に
よ

れ
ば 、
唐
音
疑母
に
は
口
蓋
化
が
生
じ[

』「]
があ
っ
た
と
と 、
現
代
呉
地
方

音
に
も
疑母
の
口
蓋
化
が
広
く
認
め
ら
れ
る
と
と 、
等
々
を
重
ね
合
わ
せ
て
み

る
と
と
ろ 、
唐点目
泥母
に
も
疑母
に
並
行
し
た
口
蓋
化
が
起っ
て
い
た
と
す
る

の
が
都
合
よ
い
よ
う
であ
る 。
と
こ
に 、
本
稿
で
は 、
泥母
に
は[ロI][
]「]

があ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い 。

B

日母

凶司」00

ほ
ぼ
すべ
て
が
ザ
行 。
例
外
は
次
の
と
お
り
(『
略
韻』
は
す
べ
て
ザ
行) 。

慶
長
版

六

L
需
7
虞
(V
4・
ス
1}

i
予
ネ
ン
監
(
セン
2
・

叫汁5
}

1

E一
二
関
合
皿
上

E

豊
三
九
閲
E
去

2
蟻コ日防町
んな剛

(
セ
ウ
4
・

ヶ
ゥ
l
・・

一3
1}

(
入
声)

3
発
ケ
ウ
粛
(
セ
ウ
4
・

ネ
ウ
ケ
ウ
1
・
ネ
ウ
1)

1
E寸

リヨ
沃
(
シ
ユ2)

:

者
二
五
関
皿
平

f

来
二
関
合
E

-
釜章、不
ウ
粛
(セ
ウ
4
・
ネ
ウ
ケ
ウ
1
・

ケ
ウ
1)

4u
畳

二
五
関
血
平

乙
れ
ら
の
内 、
2
3
4
は
準
唐
音
であ
り 、
同
音
他
字
例
に
も
ザ
行
が
多

い 。
ち
な
み
に 、
『略
韻
』
の
場
合 、
四
字
四
例
す
べ
て
セ
ウ
で
あ
る 。
こ
れ

ら
の
ζ
と
か
ら 、
と
の
三
音
注
は
唐
音
を
も
表
わ
す
も
の
で
な
い
と
考
え
ら
れ

る 。
一
方 、
1
の
フ
は 、
同
音
他
字
か
ら
見
る
と 、
ス
の
誤
刻
か 。

全
部
の
例
外
に
つ
い
て 、
そ
の
出
現
を
必
ず
し
も
よ
く
説明
で
き
な
い
が 、

日母
例
二一
O
余
『慶長版』

の
中
の
六
例
は 、
無
視
し
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い

であ
ろ
う 。
と
と
に 、
泥母
に
は
少
な
く
と
も
直
接
か
か
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
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と
見
ら

れ
る 、

非
鼻
音
化
作
用
が 、

日
母
に
は
全
面
的
に

起
っ

て
い
た
(
い
る)

と

と 、

そ
し
て 、

早
く
有
坂
氏
が
指
摘
し
て
い
る 、

底
品
目
の
日
母
が
「
現
代
斯

江
方
言
の

文言
音
の

方
と
一

致
し
て
ゐ
る
」

ζ

と

が

知

ら

れ

る
。

た
だ
し 、

ご

致
し
て
ゐ
る
」

と
は
い
え
て
も 、

「
現
代
斯
江
方
言
」

H

現
代
呉
地
方
音
の

文
一
言
音
(
E
N
l・

r
J
N
J
M
l-

ω
l

]

な
ど
)

か
ら 、

唐
音
日
母
を
推
定
す
る
の

は

容
易
で
な
い
。

な
ぜ
な
ら 、

唐
音
に
お
い
て
は 、

歯
音
・

舌
上
音
は
ひ
と
し

な
み
に
サ
・

ザ

行
で

写
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

坂
井
氏
は 、

「
む

或
は
Z
」

と

述
べ

て
い
る
が 、

木
稿
の

筆
者
は
〔
N
l

]

あ
る
い
は
〔
N
l

]

あ
た

り
と
考
え
て

み
た
い
。

そ
の

理
由
は

次
の
よ
う
で
あ
る
が 、

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

注
8

ω
唐
音
は 、

濁
音
声
母
の

残
存 、

疑
母
に

鼻
音
が
か
な

り

残
っ

て

い

る

と

と

(
三
節
参
照)

な
ど
か
ら 、

『
中
原
音
綴
』

よ
り
は
概
し
て

古
い

姿
を
保
っ

て

い
る
と
見

ら

れ

る

乙

と

(
四
節
参
照)
。

な
お 、

『
中
原
音
韻
』

の
日
母
は

[川1] 。
ω
日
母
の
歴
史
的
変
化
の

跡
を
た
ど
る
と 、

破
擦
音
化
は 、

比
較
的
後
世
の
ζ

と
と
考
え
ら

れ
る
乙
と
。明

母
(
微
母)

注
9

明
母
・

微
母
に
は 、

7
・

パ

行
が
現
れ
る
。

大
ま
か
に
い

う
と 、

明
母
に
は

マ

行
が 、

微
母
に
は
パ

行
が
集
中
し
て
い
る
。

と
の
ζ
と
か
ら 、

唐
音
に
お
い

て
は

軽
属
音
化
が
生
じ
て
い
た
乙

と 、

そ
の

範
囲
は
と
も
か
く
と
し
て
も 、

微

母
に
は
非
鼻
音
化
作
用
が
か
か
わ
り
そ
し
て
生
じ
て
い
た
乙

と
を
知
る
。

①
一
・

二
・

四
等

多
く
の
7

行
の

中
に 、

次
の
よ

う
な
例
外
が
あ
る
。

略
瓶

二

四
等
1

鴻
ヒ
支
(
ミ
2)

必
句!内閲合

!

E
ヒ
ウ
尤

;

幸
三
七
聞

慶

長版

一
一一一

一

等
3

談
→
1
削ふ
れ
判

.
ホ
1)

4

墓
同
右

3
片手也
ホ
ウ
荻
(
マ
ウ
1

7
ウ
8)

f
-E

二
五
開
平

3

寺
ヲ
ウ
有
(
モ
ウ
3
・

モ
ウ
8
・

ホ
ウ
l)

t

担
三
七
関
上

7
除、、
ホ
ウ
宥
(
モ
ウ
3
・

モ
ウ
8
・
ヲ
ウ
1)

t

dニ
七
開
去

(
入
声)

3
定ハ
薬(74)

i
、在

一一一
一
関

二
等9
趨一一一P附ムマン
ヱ

(
入
声)

0
3ハ
・艶(マ1)

1

刑
二一
関

ζ

れ
ら
の

内 、

μ
ヒ
ツ
は 、

準
山間
且
日
注
で
あ
る
と
と 、

入
声
{子
の

唐
音
は
通

例
韻
尾
相
当
の
か
な
を
欠
く
乙

と
の
二

点
か
ら 、

唐
立
固
ま
で
も
示
す
も
の
で
な

い
と
い
え
る
。

次
に 、

3
4
5
7

に
つ
い
て
は 、

準
府
立
日
注
で
あ
る
乙

と 、

同

音
他
字
例
す
べ

て
あ
る
い
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
7

行
で

あ

る

と

と

の

二

点
か

ら 、

U

と
同
様
の
も
の
と
い
え
る
。

な
お 、

お

も 、

準
唐
音
注
で
あ
る
乙
と
や

被
注
字
は
去
声
で
は
ミ
ウ

(
同
苛
他
字
例
の
一

つ
が
乙
れ)

で
あ
る
と
と
か
ら

同
様
の

も
の
と
し
た
い
が 、

『
略
韻
』

で
も
2
ヒ
ウ
な
の
で
保
留
と
し
て
お
く
。

ま
た 、

6

ヲ
ウ
は 、

同
音
他
字
例
か
ら
見
て
モ
ウ
の
誤
刻
と
い
え
ま
い
か
。

さ

て 、

日

泊
の
イ
は 、

字
形
が
酷
似
し
て
い
る
泊
(
千
笠
切
(
質)
・
一

七
関
喉
清

濁
E
喰
入)

が
『
慶
長
版
』

で
イ
質
の

唐
音
を
持
っ

と
こ

ろ
か
ら 、

そ
の
イ
の

誤
点
と
解
釈
さ
れ
る
。

乙
の
よ
う
に
、

そ
れ
な
り
に

出
現
理
由
の
説
明
を
つ

け
ら

れ

る

も
の

も

あ
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り 、
約二
五
O
音
注の
中の
処
理
し
が
た
い
例
外
は
数
個に
す
ぎ
な
く
な
る 。

と
の
事
実や
現
代
呉
地
方
音で

明
母は[51]
で
あ
る
乙
と
な
ど
か
ら 、
一
・

二・
四
等
は[ヨl]
と
考
え
ら
れる 。
な
お 、
こ
れ
は 、
高
松
氏a
c
に
沿っ

た
見
方と一
致
す
る 。

①三
等

三
等に
はパ
行
が
集
中し
て
い
る
が 、
左の
よ
う
な
調
査
結
果
か
ら 、
唐
音

の
原
音
は 、

東
・

屋
・

尤
各
畝
(
以
下 、

韻
の
呼
称
は
『
広
間
』

に
よ
る
が 、

平
声
の
頼
回
名
で

、

相
配
す
る
上
声・
去
声
の
そ
れ
を
も一
亦
す 。

た
だ
し 、
『
表

分韻
略』
に
お
け
る
所属
韻呈示
は 、

乙
の限
り
で
は
ない 。)

明
母に
軽
属
音

注ω

化の
生
じ
て
い
な
かっ
た 、
す
な
わ
ち 、
平
山
久
雄
氏の
用
語に
し
た
が
え
ば 、

「
脱
軽
唇
音
化」
の
あ
る
方
言
音
で
あっ
た
乙
と
を
知
る 。
た
だ
し 、
尤
韻
茅

ホウ
出
現
理
由
は
判
然
と
し
ない
が 。

東
1

略μ一一パ2

慶ムン6

屋
|

慶ム4

尤
|

略ミウ9
庭料一"は

(
略
・

皮
は
『
略
筒
』
『
皮
長
版
』

を
指
す 。

以
下
向

。)

と乙
ろ
で、
三
等

明
母
は一
・

ニ・
四
等

明
母と
同
じ
く[ヨl]
と
考
え
る

//

韻一

一

一

一

一

一

­

//
一

支
一
脂
一

真
一

質
一

仙
一
宵
一

衆分韻略//一

一

一

一

一

一

一

i
一

一
ミ3一

一

一

一
ミ
ヨ
ウ2一

略
韻
一

ミ2一

一
ミン
2一

一

一
' ー
一

ミ
ン
3

一

一
イ1一

一

一

一
メ
ウ
1一

一
※
ミ
4
一ミ3

7、ン
5一

一
||

一
ミ
ヨ
ウ1一

一

ー
一
|

一
IIl

-
-ー

一
メン
4一

一
ミン
4

慶
長

版
一
ミ1一
ミ2一
ミン
3一
ミ
ツ
1

711
一
メ
ウ
1一

一

ー
一
|

一
11

一

一
へ
ン1

一
ll

一
ヒ
ン
1

一
ヒ
2一
ヒ
3一
ヒ
ン
1一

一

一
メ
ウ
1一

・
奥
村
氏
の
字車円
分
類
(
集
引
及
び
凡
例)
に
し
た
が
う
と 、
闘
と
腺
(
そ
れ
ぞ
れ
文・
紙
と
貨
に
標
出)
も
明
母
字

と
なる

。
そ
し
て 、
※
欄
は 、
ミ
S
・
ミ
1
・
ヒ
4
と
な
る 。

べ
き
わ
けで
あ
る
が 、
右の
三
郎
以
外の
明
母に
は 、
上
表の
よ
うにパ
行
が

少
な
か
ら
ず
あ
る 。

こ
れ
らの
諸
韻のパ
行につ
き 、
府μ
叫閣の
密ミツ
は 、
先
の
U
ヒ
ツ
と 、
ま

た 、
真
仙
両
韻の
関
叶汁・

娩
ぺ刈は 、
3
4
利
な
ど
と
同
様の
理
由で、
唐
音

ま
で
も
示
す
もの
で
ない
と
考
え
ら
れ
る 。
ま
た 、
皮
部の
mヒン
の
場

合、

例
外
的で
は
あ
る
に
し
て
も 、
他の
『
取県
分
飢略』
で
も
向車日
他
字が
ミン
な

注目

の
に
皿
は
や
は
りヒ
ン
で
あ
る
の
で、
誤
点
と
はい
え
そ
うに
ない 。
さ
て 、

次に
支
脂
両
韻に
おい
て 、
支
韻の
叶
加
点
字
倣
は 、
そ
の
『
集
韻』
や
現
代

の
音
か
ら
見て 、
並
母
字
と
し
て
の
時
唐
音ヒ
を
持つ
と
考
え
ら
れ
る 。

集
部
平
義
切
(貸)
去

平
一二
関W唇濁
必平
義
|四山間合皿牙清濁疑去

司
|=一一一一関田

現
代
音
(
ジ
ヤ
イ
ル
ズ
の
辞
苔
に
よ
る)

北
京
旬
2

寧
波
『巾
ケ
宮

温
州
E

一
方 、
脂
韻の
場
合 、
ζ
の
よ
うな
処
理
を
ほ
ど乙
せ
る
もの
は
ない 。
乙

と
に 、
三
例
も
叫が
あ
る
と
い
う乙
と
は 、

明
母
が
〔grl]
あ
た
りの
た
め

か
と
考
え
た
く
も
な
る 。
し
か
し 、
明
母
字
全
体に
お
け
るパ
行
例の
少
な
さ

を
振
り
返
る
とと
れ
は
無
理
と
い
暗

る
を
え
ない 。
ま
た 、
他の
録

分
韻

略』
で
は 、
『
慶
長版』
ヒ
加
点
字
が
ミ
を
持
っ
と
と
も
あ
る
の
で

あ
る 。
と
する
と 、
あ
る
い
は 、
脂
韻
さ
ら
に
は
『
爽
分
韻略』
で

は乙
れ
と
同
韻の
支
韻のヒ
は 、
実は
唐
音
で
は
な
い
の
で
な
い

か 、
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
る
か
もし
れ
ない 。
し
か
し 、
乙
れに

つ
い
て
も 、
ωヒ
が
『
慶
長版』
で
非
唐
音で
あ
る乙
と
を
積
極
的

に
裏
付
け
る
内
部
徴
証
は
ない乙
と 、
す
な
わ
ち 、
ヒ
の
例
は 、
少

ない
と
は
い
え
『
慶
長版
』
で
同
韻の
と乙
ろに 計
四つ
も
あ
るζ

と 、
そ
し
て 、
『
慶
長版』
で
は乙
の
と
乙
ろ
に
数
多くの
準
唐音

注日

注
が
あ
るこ
と 、
倒
文脂
両
部の

明
母
字
は 、
他の
『
表
分
韻略』

Jlf苛の鼻音声母

庚
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トE9u

でもヒを持つ乙とがある乙と 、
から反論が成立しよう 。

ζのように 、
ヒの出現理由を見出すのはなか
日ゆむずかしい 。

例

外としてピが少なからず現れるといえるだけである 。
また 、
『略韻』

脂韻椙ィも 、
残念なが
らその
出現理由不明である 。
ただし 、
明母

[Bl]
はやはり動かしがたい 。

さて 、
微母については 、
本稿と同じ資料を用いての 、
高松氏ac

の論があるので 、
それを参照しつつ検討を加えていってみたい 。

慶 略
に長版 韻

ヒ 、、、2 1 徴ヒ| ヒ
4 1 

フ ミ フ
1 5 4 
フ|ム| 虞
1 1  1 一一一ト一一一一ヒ フ フン ン ン
1 1 3 文
�I �I 
1 8 

ト一一フ 物2 
ト一一一一一

※ 
ハ l メ、ノ 、ノ

※
鰻・
般
の
音
注
は
判
続
不
明
な
の
で
除
い
て
あ
る 。

右表のまず微韻のミについては 、
被注字微は 、『慶長版』
その他

の『表分韻略』
ではたえてマ行を持たないととから 、
ビに転写され

注
目u

るのが普通であった音がたまたまミに書かれた 、
と解釈できよう 。

なお 、
『文明版』(との呼称については注目を参照 。)
では 、
尾・
未な

ど三 、
四の微母字にミ・ヒ双方が加点されている乙とからすると 、

微韻微母は時としてミと転写される可能性を持っていた 、
というべ

きょうである 。
次に 、
文部のモンは 、
準唐音注であること 、
文部中

に他のマ行例がない乙と 、
加えて 、
文韻字は通例liン・
luンの

形の唐品目を持つζとなどから 、
唐品目をも表わす音注ではないと考え

られる 。一
方 、
マ行例二の元韻の場合 、
その字体の似ていると乙ろ

から 、
メンをへンか
ハンの誤刻 、
とすることができないでもない 。

しかし 、
元韻微母が普通へンである他の『表分韻略』
にあって 、
乙

ζでも『文明版』
は 、
戸川口一…η……uJfわu ・
と異彩を放っ
てい

る 。
もとより 、
現時点では 、『文明版』
重視の根拠をあげる乙とは

できないけれども 、
微韻の乙とも考慮するととろ 、
微母は 、
時とし

てマ行に写されるような音であったようである 。

そ乙で 、
いま唐音微母の音価について考えてみると 、
先に紹介し

たマ・パ両行の分布や『中原音韻』
で微母は[〈l]
(明母は[日])

注M

Illili--「|
||汁lili---
--

である乙となどから 、
そ

元

一
月一

陽

一
れは[ヨ?] 、
あるいは

111111寸|
|→JIlli--
ー一

Tl]
あたりかと推定さ

一

一
マ{ノヴt

一

Illi--L
|
|十1lli---ー一
れる 。
双方ともに唇音に

一2
・へン4

72一
は

?ハ
ウ2一

かかわる有声音なので 、

HIl
--
ト||ト
い川は|||
し

とれまた
霊
着声の
了

パ
行での転写は十分想定

され 、
したがって 、
いずれを措定してみても 、
それなりに微母にお

けるマ・パ行出現を一
応説明できるわけである 。
ただし 、
先に推定

した明母[Bl〕 、
管見の限りでは 、
現代方言において 、〔Bl](また

は[自『l〕)
を持つ方言は同時に[自?]
を持つ乙とはないこと 、
唐

注げ

音微母は概してパ
行が多い乙となどからすると 、
坂井氏のような

71]
説に傾く 。
しかし 、
徴母に軽唇音化があるならば 、
奉母にも

当然あったはずという乙とから 、
経唇音化した奉母[〈1]
には 、
な

ぜ『略韻』『慶長版』
でハ
行音注しか与えられていないのか 、
すな

わち 、
微母が[〈〕
としたら 、
なぜ微母にのみ時として7行が現れ

るのか 、
という説 、
つまりは[ヨ〈1]
説も捨てがたい(なお 、
唐音

注国

奉母は有声音と見られる) 。
ただし 、
とれについても 、
奉母軽屠且日
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庇音の鼻音声母

化の確証はあるのか 、
微母マ行出現は 、
呉昌日・
漢音における徴母マ

行表記の影響か 、
などといった疑問や返答が出てとょう 。

とのように 、
いずれとも決しがたいが 、
本稿は 、
現代音ではとに

かく[自i]
と[日?]
とは共存しないととを重く見て 、[?]
説を

採用したいと思う 。

残る虞・
陽両韻に転じてみると 、
ζ乙にはマ行が少なくないとと

に気づく 。

ω虞韻マ行の内 、
luという点でムはブと

共通
するので 、
ムについて

は 、
微元韻などのマ行と同様に説明をつけるととができよう 。
しか

し 、
ミはliという形である 。
とのミにつき 、
高松氏cは次のよう

に述べる 。
(ミ加点字は)
務委驚驚霧であるが 、
乙乙に共通する音符「教」

は 、
広韻では徴母であるが 、
集韻ではまた明母にもなり 、
更にこ

れを有する字は 、
また模韻・
尤韻等(共に明母)
にも属するとい

うことがあるので 、
或いはそ
れ等との
混同 、
誤認かとも思われ

る 。(かっと内は湯沢)

氏の論は 、
文字どおり多岐にわたるので 、
その十分な紹介はと乙

ではできないが 、
結論部分の(少なくとも一
認をなしている)
との

見方に対し 、
疑問を二 、
三持つ 。
ω放が『集韻』
で明母となるの

は 、
迷浮切(侯)平
の時である 。一
等韻である侯韻の唐音はloウ

形が普通で 、
明母は『慶長版』
で
続行
矧日
となっ
ている 。
一

方 、
反切下字浮は三七関Eなので 、
教字は三等明母かとも思われ

る 。
三七関E(尤韻)
の明母の唐音は 、『略韻』
でミウ9 、『慶長版』

で
川村川
である 。
ととろが 、
虞韻務等の唐音はミである 。
モウ・
ミ

ウなどとミの違いはどのように説明されるのか 。
∞模・
尤両韻にお

いて 、
模韻明母は『略韻』
でム6 、『慶長版』
で
い仰山
である 。
尤韻に

ついてはω参照 。
ωの場合と同じく 、
ム・
ミウなどとミとの相違は

どう説明されるのか 。

「混同・
誤認」
の範囲の
定め方が 、
右の疑問に微妙に関与して来

そうである 。
しかし 、
いずれにせよ 、
「混同・
誤認」
があったとし

たら 、
ミ加点字に一
つや二つミウかムが加えられていてもいいので

はないだろうか 。

そ乙で 、
あらためて虞韻を見ると 、
その唐音の韻部にある種の特

徴があることを知る 。
乙れは 、
すでに高松氏cが指摘しているとと

ろであるが 、
そのあらましは次のとおり 。

平
声
|

略
瞬
間

指得ぷ
lu(

歯・
半
舌の一
部)

慶

誌

上
声
|

慶鵬
首

指情処
川口

去
声|慶臨時

総惜地Hヒ ・(
意)目、、、

・
若
干の例

外は
除い
て
ある。

・
※au
の
中に
は 、
リユ・
シユ
な
ど
も
入っ
て
い
る 。

とれを見ると 、
ミ・
ブの閣の|i対|uについては虞韻全体を考

慮しつつ考察を進めるべきと考えられてくる 。
ともあれ 、
ミ・
ブ出

現の理由は何であろうか 。

ω同音の中国音の異表記|すでに述べたように 、
微母にマ・パ両行

が現れる乙とは 、二
応説明がつく 。
また 、
11対luについても 、

双方一両く狭い点で共通するし 、
震音につき中国音を参照してみて

も 、
唐音の原音は 、
イ段でもウ段でも転写される可能性がある音だ

ったと考える余地はありそうである 。

中古音lhE
唐代音lE
中原音韻lc
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現
代
呉
地
方
音
(
注
5
の

高
本
淡
氏
著
書
「
方
言
字
数
」)

温

州
l
g

上

海
t
c

な
お 、
い
う
ま
で
も
な
く 、
と
の
よ
う
な
解
釈
に
よ
っ

て 、
虞
韻
全
体
の|

i
対
l
u
を
一
通
り
説
明
す
る
乙
と
も
で
き
る 。

ω
霊
協

中
国
音
の
異
表
記
l

ま
ず
頭
子
音
に
つ
い
ては、
河
野
六
郎・
平山

久
雄
両
氏
に
よ
る
と 、
虞
韻微
母
に
お
い
ては、
河
野
氏
の
い
う
明母
へ
の

「
逆
行」
即平
山
氏
の
い
う
「
脱
軽
属
音
化」
の
一
部
認
め
ら
れ
る
音
が
あ
っ

た
と
い
う 。
両
氏
のあ
げ
て
い
る
例
字
と
ミ

加
点
字
は
一
致
し
て
い
な
い
が 、

傾
聴
に
値
し
よ
う 。
他
方 、
韻
に
関
し

ては、
l
i
-
-
u
出
現
に
見
合
う
よ

う
な
方
言
があ
る
と
い
っ
た
報
告
を
知
ら
な
い 。
し
か
し 、
『
中
原
音韻
』
で 、

虞
簡
は
魚
模
凱
に
入
っ

て
い
る
と
と 、
現
代
呉
地
方
音
では、
魚
韻
には
な
い

唇
音は
さ
て
お
く
と 、
虞
韻
は
魚
訟
と
合
流
し
て
い
る
ζ
と 、
そ
し
て 、
魚
韻

は
1
1

の
形
の
庶
音
を
持
っ
と
と
な
ど
を
重
ね
合
わ
せ
る
と 、
、、、

を
含
む
|
i

の
蔚
音は
魚
部
と
同
じ

献
に 、
ブ
を
含
む
|
u
の
唐土日は
魚
韻
と
異
な
る
原立自

に 、
す
な
わ
ち
魚
加
と
合
流
以
前
の虞
加
の
飢
に 、
そ
れぞ
れ
よ
っ

て
い
る
の

では
な
い
だ
ろ
う
か 。

ω
も
ω
も 、
と
も
に
確
た
る
根
拠は
な
い 。
と
り
わ
け
仰
な
どは、
ま
さ
に

便
宜
的
な
も
の
であ
る 。
し
か
し 、
い
ず
れ
を
と
る
べ
き
かは、
な
お
決
め
が

e-、O
J'hド
'ahvと

と
ろ
で 、
右
掲
の
調
査
結
果
を
見
る
と 、
虞
畝
の
出府立固
には、
声
調
(『
広

韻』
の
声
調
区
分)
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
もあ
る 。
唐
音
の
声
調
体
系
等

は
ま
っ
た
く不
明
であ
る
が 、
こ
乙
に 、
ミ・
ブ
の
出
現
の
理
由
を
解
く

手
が

か
り
があ
る
か
も
し
れ
な
い 。
そ
乙
で 、
ω
ω
と
の
関
係
を
配
慮
し
つ
つ 、
声

調
の
関
与
の
仕
方
を
考
え
て
み
る
と 、
ω
ω
そ
れぞ
れ
に
か
か
わ
る
ω
削
の
場

介
が
想
定
さ
れ
る 。

的
中
国
音
そ
れ
自
体
は
同一
だ
が 、
声
調
上
のあ
る
乙
と
が
ら
が
作
用
し 、
転

写
者
には
あ
た
か
も
音
自
体
も
異
な
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
た
た
め 、
先

の
調
査
結
果
の
よ
う
な
転
写
を
さ
れ
た 。

ω
声
調
上
の
あ
る
こ
と
が
ら
が
作
用
し 、
中
国立回
自
体
に 、
ミ・
ブ
出
現
の
仕

方
な
ど
に
見
合
う
よ
う
な
音
変
化
を
生
じ
さ
せ
た 。

そ
の
他 、
一
郎は
ω 、
一
部は
ω
に
よ
る
な
ど
と
す
る
中
間
的・
無
原
則
的

な
説
も
立
と
う 。
し
か
し 、
根
本
的
には
ω
ω
い
ず
れ
か
を
と
る
し
か
な
い 。

さ
て 、
両
説
と
も
に
そ
れ
な
り
に
筋
は
通
っ

て
い
る 。
た
だ
し 、

削
に
対
し

ては、
声母
の
相
違
に
と
も
な
う韻
母
の
相
違あ
た
り
な
ら
ば
と
も
か
く 、

先

の
調
査
結
果
に
対
応
す
る
よ
う
な
方
言
が 、
ま
た 、
相
配
す
る
も
の
相
互
間
に 、

先
の
調
査
結
果
に
見
合
う
ほ
ど
の
・首
の
相
違
を
持
つ
方
言
が 、
は
た
し
てあ
り

え
た
の
であ
ろ
う
か 。
疑
問
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い 。
加
え
て 、
他
の
『
表
分

韻
略』
を
参
看
し
て
み
る
と 、
次
の
よ
う
な
ζ
と
を
知
る 。

@
『
文明
版
』
では、
属
音
以
外
は
平
上去
各
声
と
も
に 、
ー
i

が
す
べ
て 、

も
し
くは
多
数
を
占
め 、
か
っ 、
上
声
で
は
柱
取
ご
な
ど
と
i

と
u
と

を
持
つ
も
の
もあ
る 。
な
お 、
微
母
以
外
の
唇
音
に
も
乙
れ
は
見
ら
れ 、
全一

二
例
中
一一
に 、
フ
の
ほ
か 、
『慶
長
版
』
等
で
は
去
声
に
通
例
現
れ
る
ヒ
ま

で
も
が
加
点
さ
れ
て
い
る 。
先
の
調
査
結
果
と
照
ら
しあ
わ
せ
で
み
る
と 、
と

れ
ら
の
と
と
が
らは、
唐
音
の
原
音は、
転
写
者
に
と
っ

ては、
も
と
も
と
l

i
と
も
l
u
と
も
聞
と
え
る
よ
う
な
性
格
の
も
の
であ
っ
た
乙
と
を 、
物
語
っ

て
い
る
の
では
な
い
か 。

⑤微
母
に
限っ
て
み
る
と 、
左
表
の
よ
う
に 、
上
声
の
場
合 、
『
文明
版
』
で

は
ム
・

ム
が
計
六
字
に 、
し
か
も
そ
の
内
の五
字
には
フ
も
与
え
ら
れ 、
『
永

正
版
』
で
は
一
字
に
フ
と
ム
が
与
え
ら
れ
て
い
る
(『
向嵐
長
版』
に
も
ム
が一

例
あ
る) 。
他
方 、
去
声
の
場
合 、
『明
応
版
』
では
フ
が
三
例 、
ム
が
一
例
で

あ
る 。
以
上
の
よ
う
な
事
実
は 、
と
と
微
母
にあ
っ

て 、
そ
の
韻母
は、
他
声
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母
と
同
様
l
ー
と
も
l
u
と
も
写
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
な
い
か 、

そ
し
て 、
つ
い
で
の
乙
と
な
が
ら
声母
に
言
及
す
る
と 、
微母
は
7
行
に
もパ

行
に
も
写
芯
れ
う
る
よ
う
な
音
だ
っ
た
の
では
な
い
か 、
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る 。

去 上 平

九官戸 土戸 宮戸

、、、 フ フ 五
山5 9 4 版

、、、 フ フ フ
4 4 

J.，. 
文版
明5 2 

シ ム | フ|
1 1 1 

フ| フ フ
1 3 6 3 I!月

応
ム| フ| フ| 版
1 3 1 

不 ミ フ フ フ
明 • 7 4 刀t1 3 i入 正

版
1 1 

-
『略

韻』
平
声
7
4 、
『
慶
長
版』
平
声
7
1 、
7
3 、

上
声
7
8 、
ム
1 、

去
声
ミ
5 。

以上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と 、
ω
(
さ
ら
に
は
ω)
は、
具
体
的
な
証
左
が

欠
け
て
い
る
の
に
対
し 、

ω
(
さ
ら
に
は
ω)
は、
『
表
分韻
略
』
に
わ
ず
か
な

が
ら
も 、
そ
れ
を
さ
さ
え
る
と
と
が
ら
が
見
出
せ
る
の
で 、
現
時
点
では、
ω

の
成
立
す
る
蓋
然
性
が
高
い
と
い
うべ
き
であ
ろ
う 。
す
な
わ
ち 、

声
調
の
か
か
わ
ら
な
い
レ
ベ
ル
に
お
い
て 、
ミ・
ム
・

ブ
の
よ
っ
た
中
国
音
は
同
じ
であ
る 。
換
言
す
れ
ば 、

ミ
・
ム
・
ブは
同
音
の
異
表
記
の
関
係
にあ
る 。
同
じ

音
に
よ
り
な
が
ら
も 、
結
局
三
つ
の
異
な
っ
た
か
な
で

転
写
さ
れ
た
のは、
声
調上
の
何
が
し
か
の
乙
と
が
ら

が 、
転
写
に
際
し
て
作
用
し
た
た
め
であ
る 。

と
考
え
ら
れ
る 。
な
お 、
便
宜
的
な
が
ら 、
虞
韻
の
他
声

母
に
お
け
る
l
i
-
-
u
の
出
現
も 、

微母
に
準
じ
て
説

唐音の鼻音声母

明
す
る
の
が
妥
当
と
い
え
よ
う 。
ま
た 、
声
調
の
関
与は、
一
作
的 、
恒
常
的

で
な
く 、
中
国車日
発耳目
者
や
転
写
者
に
お
け
る
個
人
差
な
ど
に
よ
っ

て 、
大
な

り
小
な
り
の
変
化
を
し 、
そ
し
て 、
乙
れ
が 、
『
表
分韻
略
』
諸
本
間
の
相
違
等

を
導
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。

E
腸韻陽

韻
に
お
け
る
7
・

パ
行
出
現
の
仕
方は
虞
韻
に
通
じ
る
と
乙
ろ 、
す
な
わ

ち
『
広韻
』
の
声
調
(
区
分)
に
か
か
わ
っ

て
い
る
と
乙
ろ
があ
る
の
で 、
虞

韻
の
場
合
に
準
じ
た
検
討
を
行
っ

て
ゆ
く 。
た
だ
し 、
そ
の
過
程
で 、
虞
韻
に

準
じ
て
行
う
作
業・
処
理
等
の
記
述
は
省
く
乙
と
があ
る 。

※
平
声
1略マウ7

慶
お川

※
高
松
氏
c
は
平
声
字
例
六
と
する
が 、
木
稿
は 、
乙
れ
に
盟

を
加え
七
と
し
た 。

上
声
|

庭
山U

去声|慶
おれ

ω
同
音
の
異
表
記
|虞

韻
の
場
合
と
同
じ
く 、

一
応
の
説
明
とは
な
る 。
と
り

わ
け 、
陽韻
は、
平
上
去
各
声
各
声母
は、
す
べ
て
l
a
ウ
の
形
の唐
音
を
と

る
の
で 、
一
一周
乙
の
見
方
を
と
り
や
す
い 。
ま
た 、
他
の
『
表
分
額略
』
では、

左
表
の
よ
う
に 、
平
声
には、
『文
明版
』
で
ハ
ウ
そ
し
て
マ
ウ・
ハ
ウ
が 、
ま

去 上 平

ズt 戸 τ戸信 宮戸

ノ、 ノ、 .マ 五
フ フ ウ 版

山
4 5 7 

.マ /， /'- ，、 .守
ウ ウ ウ ウ ウ
4 ヲ 1 1 3 

又ーマ
ヒ ウ l別
ヤ
ウ ノ、 l夜
フ ウ

3 
4 

ノ、 ノ、 て7
ウ ウ ウ IYj 
2 5 6 

応、
不 不
明 明 版
2 1 

ノ、 で<'
ウ ウ ウ ウ 7]( 4 1 1 6 

ノ、 /、
正

ア ウ j仮ウ 1 
2 1 
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た 、
上
声・
去
声
に
は 、
『
永正
版
』
上
声
お
よ
び『
文明
版
』
去
声
に
マ
ウ
が 、

そ
れぞ
れあ
る 。
乙
れ
ら
の
事
実
も 、
と
の
説
の
さ
さ
え
と
な
ろ
う 。

ω
異品目
の
異
表
記
ー

と
れ
も一
応
の
説明
と
な
る
と
と
は 、
虞
韻
の
場合
と
同

じ
であ
る。
た
だ
し 、
積
極
的
な
証
左
は
や
は
りあ
げ
が
た
く 、
他
の
『
衆
分

韻
略
』
微
母唐
音
な
ど
の
場合
も 、
お
の
お
の
の
よ
っ
た
方
言
は
異
な
る
と
い

っ
た
類
の 、
と
れ
と
い
っ

て
根
拠
の
な
い
説明
を
加
え
ら
れ
る
だ
け
であ
る。

右
の
考
察
か
ら明
ら
か
な
よ
う
に 、
陽韻
も虞
韻
と
同
様
の
解
釈 、
す
な
わ

ち 、
マ
・

パ
両
行
の
音
注
は
中
国
音
で
同
音
の
も
の
の
異
表
記
で 、
声
調上
の

何
ら
か
の
と
と
が
ら
の
影
響
の
た
め 、
マ
ウ
と
も
パ
ウ
と
も
転
写
さ
れ
た 、
と

注m-
a

す
る
の
が
無
理
が
な
い
と
い
え
よ
う 。

微
母
の
検
討
を
終
え
る
に
当
り 、
そ
の
音
価
の
問
題
に
立
ち
も
どっ
て
み
る

と 、
虞
・

陽
両韻
か
ら
特
に
つ
け
加
え
る
べ
き
も
の
は
な
い 。
そ
と
で 、
先
述

の
と
お
り 、
微
母
は
〔〈i]
と
考
え
て
お
き
た
い 。

ω一
等

疑

母

44 

疑
母
の
特
色
は 、
ひ
と
え
に
多
彩
さ
にあ
る
と
い
え
る 。
す
な
わ
ち 、

ア・

注n

ヤ・
ワ
三
行
(
以
下 、
A
ま
た
A
行
な
ど
と
呼
ぶ)
と
ガ・
ナ
二
行
の
計
五
行

が
現
れ 、
し
か
も 、
そ
れ
ら
は 、
『韻
鏡』
等
で
同
音
の
諸
学
聞
に
よ
く
混
在

し
て
い
る
の
であ
る 。
と
と
ろ
で 、
こ
れ
ら
各
行
が
い
か
な
る
音
の
転
写
か
と

注
勾

い
う
と 、
先
学
諸
氏
の
説
や
中
古
音・
『
中
原耳目韻
』
(
鼻
音
性
無 、
あ
る
い
は

E-
ア
ロ]
の
い
ず
れ
か)
・

現
代
呉
地
方
音
(『
中
原
音
韻』
と
ほ
ぼ
同
じ)

な
ど
を
参
照
す
る
と
と
ろ 、
原
則
と
し
て 、
A
行
は
鼻
音
性
喪
失
の
疑
母
即
喰

(
影)
母
化
し
た
音
を 、
ガ
行
は
[出!]
を 、
ナ
行
は
[
』「]
か[ロ1]
を
そ
れぞ

れ
写
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
以
下 、
等
位
ど
と
に
検
討
を
加
え 、
疑
母唐

音
の
特
徴
を
大
づ
か
み
な
が
ら
把
握
し
て
行
っ

て
み
た
い 。
な
お 、
A
類
は 、

後
で
見
る
よ
う
に
少
な
か
ら
ず
現
れ
て
い
る 。
乙
の
乙
と
は 、
ま
ぎ
れ
も
な

く 、
唐
立自
の
原
音
に
お
け
る
非
鼻
音
化
作
用
の
存
在
を物
語
っ

て
い
る 。

ナ ア
慶長版

略ウ ウ ウ ウ
3 1 2 2 韻宜君、ナ ケ
ウ ウ コ| ウ ウ
9 1 1 17 7 

模
ノヲ ノ 歌 ーー
3 2 6 1 

ヲ ヲ
文

カ カ
3 2 イ イ 日台

4 2 
ナ カアウ ウ ウ ヲ ウ ヌ
2 1 ・ 唐 イイ イカ 1 3 2 

ウ 灰1 ヌ
イ

2 
鐸 ト一一一一一

1 1 1  ナ
イ 泰1 

ウ ウ 侯
3 1 ウ 泰イ メ与弘，、1 

慶長版
E
ー
司

ヲ ヲ
ン ン 痕

IC 1 1 

点例無加 ヲ
ン 魂
1 

不自計 ウ
7 没

ある ナ ア ア
ユノ ユノ ン 寒
2 2 1 

ト一一一一一 トーナ ア 』毒1 1 

ワ ア ワ
ンン ン
3 2 5 

桓

2 



唐音の鼻音声母

こ
れ
ら
の
内 、
模・
鐸・
侯韻
の
コ
・

カ
ク
・
ク
ウ
は 、
準唐
音
注
であ
る

乙
と 、
同
音
他
字
例
に
同
形・
同韻
形
の
も
の
が
な
い
と
と
の
二
点
か
ら 、
唐

音
ま
で
も
表
わ
す
も
の
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る 。
ま
た 、
模韻
の
ニ
は 、
同
音

他
字
例
や 、
被
注
字
娯
は一
二
関A口
三
等
疑母
で
は
ニ
を
持
っ
と
と
(
虞)
か

ら 、
乙
の
ニ
は
娯
が
三
等
の
時
に
持
つ
べ
き
音
であ
る
と
い
え
よ
う 。

さ
て 、
A
・

ガ・
ナ
三
行
は 、
混
在
し
な
が
ら
も
そ
れぞ
れ
独
自
の
出
現
の

仕
方
を
持
つ
よ
う
であ
る 。

A
1

模韻
・

没韻
・

文韻
な
ど
の
よ
う
に 、
A
の
み
の
出
現
と
い
え
る韻
があ

る 。
ま
た 、
桓韻
な
ど
の
よ
う
に 、
A
が
圧
倒
的
多
数
の韻
もあ
る 。

ガ
|

恰・
鐸
両韻
に
は
ガ
行
だ
け
が
現
れ
て
い
る 。

ナ |
侯韻
に
はナ
行
だ
け
が 、
ま
た 、
豪韻
さ
ら
に
は歌
韻
な
ど
に
もナ
行
は

多
く
現
れ
て
い
る 。

ζ
れ
は 、
各韻
に
は
何
行
が
多
い
か
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
た
特
徴
であ

る
が 、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
た
ら
す
因
は
何
であ
ろ
う
か 。
と
の
問
題
に
つ

い
て
は 、
も
と
よ
り 、
右
の
特
徴
は 、
韻
別
に
お
け
る
音
注
の
分
布
に
お
い
て

指
摘
さ
れ
る
と
い
う
と
と
を
か
え
り
み
る
と 、
そ
の
因
は 、
韻
母
に
あ
る
と
考

え
ざ
る
を
え
な
く
な
る 。

A
模
士一
関
合1
c
o-
-

ロ

没一
八
合
l

E
7
1
5円

桓
二
四
合
l

E
S-
-

忌
ロ

文
二
八
合
1
5・
l

忌

ガ
恰
言
扇
IO--
1色

鐸一ニ一
関
10F
br

ナ
豪二五
開
1DE--
E

歌
二
七閲
lo-
-降

侯
三
七
開
lu

p
lu

ロ

・
中
国
音
は 、
中
古
音・
唐
代
音
の
順。

A
は 、
合
も
し
く
は
開
会
す
な
わ
ち合
口
性
のあ
る
韻
に 、
ガ・
ナ
は
開
す

な
わ
ち
そ
れ
の
な
い韻
に 、
そ
れぞ
れ
対応
し
て
い
る 。
と
ζ
花 、
一
等
の
場

合
、

A
-

ガ・
ナ
三
行
の
現
れ
方
は 、
開・
合
に
多
か
れ
少
な
か
れ
左
右
さ
れ

て
い
る
こ
と
が明
ら
か
に
な
る 。
も
ち
ろ
ん 、
ζ
れ
は
比
較
相
対
の
上
で
の
乙

と
であ
り 、
関
口
の
寒韻
な
ど
に
も
A
はあ
る
し 、

合
口
の
灰韻
な
ど
に
もナ

行
はあ
る 。
し
か
し 、
基
本
的
に
は 、
合
口
性
のあ
る韻
に
は
よ
り
多
く
A
行

が 、
な
い韻
に
は
よ
り
多
く
ガ・
ナ
行
が
現
れ
る
傾
向
にあ
る
と
考
え
な
い
限

り 、
歌
韻
と
文韻
と
の
間
柄
な
ど
よ
く
説明
で
き
な
い
の
で
な
い
か 。

と
と
ろ
で 、
非
鼻
音
化
作
用
の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら 、
右
の
推
定
結
果
を

見
る
と 、
そ
れ
は 、
乙
と 、
一
等韻
にあ
っ

て
は 、
合
口
性
のあ
る
韻
を
持
つ

場合
の
方
が 、
そ
う
で
な
い韻
を
持
つ
場合
よ
り
も
非
鼻
音
化
作
用
を
強
く

受

け
た 、
と
い
う
と
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る 。
一
方 、
現
代
呉
地
方
音
の
疑母

は 、
一
般
に 、
関
口
の
場合

目l]
が
よ
く
保
存
さ
れ 、
合
口
の
場合
非
鼻
音

と
な
っ

て
い
る 。
乙
の
事
実
は 、
右
の
推
定
の
さ
さ
え
の一
と
な
ろ
う 。
な

注目“

お 、
現
代
の
他
地
方
音
や
近
世
期唐
音
な
ど
に
も唐
音
や
現
代
呉
地
方
音
にあ

い
通
じ
る
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
の
で 、
一
等韻
疑母
に
お
け
る 、
関・
合
の
非

鼻
音
化
作
用
へ
の
関
与
は 、
各
方
言
に
古
く
か
ら
広
く
存
在
し
た
に
相
違
な

さ
て 、
ナ
行
で
写
し
た
音
は 、
一
等韻
疑母
であ
る
乙
と 、
現
代
音
に
お
け

る
そ
の
舌
音
は
通
例
[ロl]
であ
る
乙
と 、
転
写
の
か
な
に
は母
音
が
比
較
的

前
で
高
い
ニ
・

ネ
は
な
い
ζ
と
な
ど
か
ら 、
[ロ1]
と
考
え
ら
れ
る 。

ω
ニ
等

慶 略

五版
長

韻

ア ア
ウ ウ 江
1 1 

カ
件J同M ゐ3 

アイ 皆
1 

皆
ノロ合、

1 

カア ※ 
イ イ ナ カ
1 1 イ イ

2 1 佳ナ
イ
2 
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度 略
分来韻略長

版 韻
韻

アン 山
1 

ア 銘ー1 

カ
ン ン ン
3 1 1 

fli!iJ ナ
ン
1 

ワ
ン fli!iJ 
1 台

2 

ナ
ウ ウ ウ 肴
1 2 1 

カ|ア ナ カ
1 3 2 2 

麻
ナ キ|
3 1 

1 1 メロi
カ 陪1 

アン 耕
1 

耳、 ナ
ン ン 成
1 1 

ナ
ン 衡

1 1 

※
原
注
は
メ
イ
だ
が 、
ナ
イ
の
誤
写
と
する

。
(
注
1

湯
沢
参
照)

ま
ず 、
麻
韻
の
キ
は、
準
唐
音
注
で
あ
る
乙
と 。
同志田
他
字
例は
l
a
で
あ

る
乙
と
か
ら 、
唐
音
を
も
表
わ
す
も
の
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る 。
ま
た 、
皆
韻

の

引引引は、
他
の
『
衆
分
畝略
』
で 、
被
注
字
取は
呉
音・
漢立固
と
し
て
ク

注お

Illl}i

ワ
イ
を
持
つ
こ
と
か
ら 、

ク
ワイ
の
誤
刻
と
見
な
せ
る 。

二
等
には、
乙
れ
と
い
っ
て
き
わ
だ
っ
た
特
徴
を
見
出
せ
な
い 。
乙
れは
例

数
の
少
な
さ
の
た
め
か
と
思
わ
れ
る
が 、
非
鼻
音
化
作
用
の
関
与
に
つ
い
て

は 、
一
等韻
と
同
様 、
広
範
聞
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
る 。

ま
た 、
ナ
行
の
写
す
音は、
『内44
古
字
額』
や
『
中
原
音韻
』
では
牙
音
二
等

ω
三
等

46 

が
動立固
化
し
て
い
る
乙
と 、
乙
の
乙
と
か
ら
も
予
測
さ
れ

る
よ
う
に 、
現
代
方

注目印

言
音
疑母
二
等
に
お
け
る
舌
音は
通
例[
』「]
で
あ
る
乙
と
な
ど
か
ら 、
[
』7]

か
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る 。
し
か
し 、
音
注
に
ニ
・

ネ
な
ど
が
極
端
に
少
な

い
こ
と
(『
慶
長版
』
成
鼠
に
ネ
ン
が一
例
あ
る
だ
け 。)
か
ら
見
る
と
[ロl]

と
す
る
余
地
も
あ
り
そ
う
で
あ
る 。
本
稿
では、
唐
音
に
お
け
る一
・

二
等
の

近
さ 、
す
な
わ
ち 、
-
7
ネ
が
無
ま
た
無
に
等
し
い
乙
と 、
非
鼻
音
化
作
用
が

広
範
囲
に
見
ら
れ
る
乙
と
等
を
配
慮
し 、
[ロ1]
と
し
て
お
き
た
い 。

版

慶
長

略

ど凱

ヌ ニ シ ニ
ン ユ フ ユ 鐙ン ン ン
1 1 1 1 

ニ キ
ユ ヨ 燭
1 2 

ニ キ|キ メー+ー、8 1 1 4 

キイ キ ーλ← 
1 1 1 メg-
一 1旨1 

ニ キ| 一 之1 1 2 

キ| 微4 

一 一 微
2 1 メロミ
ナイ 廃
1 

一
2 魚

9 1 

キ ウ ニ キ
6 1 2 4 

虞
ニク|
2 1 

一
イ 皆

1 

キ
ン ン ン ン 其
1 5 1 4 

ニ キ キ
ン ン ン 欣
1 2 2 



慶
長

版

略

ど
ン ン ン 塩
3 1 1  韻

不 不
ン ン 厳 キ 迄3 1 1 

ケ
業 耳、 耳、

3 ン ン コじ
2 2 

ヒ ニ ヒ
ン ン ン 蒸 ケ JG 1 1 l ン ン ン ン

1 8 1 7 ノロミ
キ 職 卜一一一一
2 ネケ 月1 1 メ日、

ケ
ン ン ン 仙
10 1 1 

耳、 醇3 

キ
ヨ 1藤ウ

1 1 

一
ヤ 陽ウ

3 
一

チキ
ヤヤ 薬

1 1 
一

ン イ ン 庚
1 1 1 

キ 陪1 

ーー 一
ウ ウ 尤l 1 

キ
ン ン ン 侵
2 1 2 

総
1 

-
『
慶
長
版』
に
は 、
無
加点
例・
不
明
例
が
計
四
ある
.

・
薫
韻
字
三・
四
等
の

分類
は 、
奥
村
氏
(
注I
「
漢
字
索
引」)
に
よる
。

唐音の鼻音声 母

右
の
音
注
の
内 、
魚
・

虞
・

庚
韻
の

キ
ヨ
・
ク
・

ケ
イ
は、
準
唐
音
注
であ

る
ζ
と 、
同
音
他
字
例
は 、
そ
れぞ
れ
l
i-
l
i-
-

ン
であ
る
ζ
と
か
ら 、

唐
音
ま
で
表
わ
す・も
の
で
な
い
と
考え
ら
れ
る(
諸訪問杭炉蜘) 。

と
乙
ろ
で 、
一・
二
等
と
比
べ
る
と 、
三
等
には、
①
A
は
わ
ず
か
三
例
で

極
端
に
少
な
い
(支
合・
虞・
元
合) 、
②
A
・

ガ・
ナ
行
以
外
が
四
字
五
例あ

る
(
鎚・
薬・
皮・
さ

とか・つ
特
徴
があ
る 。
計
八
例
中
に
は
三
等
例
か
ら

22

 

除
外
す
べ
き
も
の
な
と
もあ
り 、
八
例
は
よ
り
減
ず
る
と
見
込
ま
れ
る
が 、
い

ず
れ
に
せ
よ 、
ガ・
ナ
行
以
外は、
全
一五
八
例
か
ら
見
れ
ば 、
無
視
し
て
も

支
障は
な
い
と
い
え
よ
う 。
乙
乙
に 、
三
等
には、
基
本
的
に
は 、
非
鼻
音は

は あ 三行庁、ム」

す
る
の
が
妥
当
であ
る 。
な
お 、
三
等
ガ・
ナ
行
つ
ま
りは
[巴
]・[
』「]
と

い
う
乙
とは、
い
う
ま
で
も
な
く 、
唐
音
三
等
に
お
け
る
非
鼻
音
化
作
用は
原

則
と
し
て
な
か
っ
た
と
い
う
ζ
と
を物
語
っ

て
い
る
も
の
であ
る 。

ω
四
等

慶 略

反長版 韻

イイ キイ
イ 1 1 

3 1 斉クキ シキ
イ イイ

1 9 1 4 
キ
イ 祭

2 
ケ

ン ン ン 先
2 1 1 

ケエ 屑2 3 

ケ ヨ
ヤ ウ ウ ウ 薪ウ 1 1 

1 1 

キ 錫2 
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斉韻
のシ

イ
は 、
同
音
他
字
例
はA
か
カ
行
で
あ
ると
と 、
被
注
字
児
は 、

『略韻』
『
慶長版
』
双
方で
唐
音シ・
刈支
を
与え
ら
れて
い
る
音
判開時
を

も
持っ
と
と
か
ら 、
被
注
字
が
日
母の
時
加
点
さ
れ
るべ
き
唐
音
と
考
え
ら
れ

ヲ匂 。少
ない
な
が
ら 、
残
る
音
注
に
おい
て 、
注
目
すべ
き
は 、
ナ
行
零とい
う

乙
と
で
あ
る
が 、
乙
れに
つ
い
て
は
削で
触
れ
る乙
と
と
し 、
非
鼻
音
化
作
用

に
目
を
転
じ
る
と 、
A
の
出
現
度
か
ら
見て 、
そ
れ
は
そ
れ
な
りに
進
展
し
て

い
た
と
い
え
よ
う 。

同
非
鼻
音
化
作
用
関
与の
段
階

非
鼻
音
化
作
用
が 、
牙立日・
舌立日い
ず
れの
段
階で
関
与
す
る
の
か
と
い
う

問
題
は 、
も
と
よ
り 、
唐
音の
か
な
表
記
か
らだ
けで
は 、
十
分

明
ら
か
に
し

え
ない 。
し
か
し 、
A・
ガ・
ナ
三
行の
出
現の
仕
方か
ら 、
若
干は

明
ら
か

注
却

に
し
うる
部
分
も
あ
ろ
う 。

ま
ず 、
中
国
音
に
お
ける
疑
母の
変
化の
あ
り
方か
ら
し
て 、
舌
音
か
ら
牙

音へ 、
非
鼻
音
か
ら
鼻
音へ
とい
う
変
化
は
ない
とい
え
る
の
で、
ナ
行
す
な

わ
ち
舌
音[ヨl]・[ロl]
が
あ
るこ
と
は 、
と
り
も
な
お
さ
ず 、
唐
音
で
は
舌

音の
段
階で
の
関
与が
あっ
た 、
ない
し
は
あ
り
うる
とい
うこ
と
を
示
す 。

そ
し
て 、
一・
二
等
な
ど
に
お
ける 、
A・
ナ
共
存韻
の
存
在は 、
ま
さ
に
そ

の
さ
さ
え
の一
と
な
る 。
『略韻』
『
慶長版
』
を
問
わ
ず 、
ナ
行
音
注
を
持つ

韻
は 、
すべ
て 、
非
鼻
音
化
作
用の
関
与が
舌
音の
段
階で
行
わ
れ
る
(可
能

性
が
あ
る)
と
見
な
さ
れ
る 。

と
乙
に
至
り 、
問
題
は 、
た
と
え
ば
四
等の
よ
うに 、
ナ
行
例
無の韻
の
場

合
は 、
[出l]
か
ら
直
接
非
鼻
音
が
導か
れ
た
の
か
(導か
れ
る
の
か)
否か
と

い
う乙
と
κ
し
ぼ
ら
れて
く
る 。
い
ま 、
他の
『
表
分韻
略』
に
お
ける
ナ
行

例の
有
無
を
調
査
し
て
み
る
と 、
次の
よ
うで
あ
る 。
た
だ
し 、
『略韻』
『慶

長版
』
で
ナ
行
有の韻
は
調
査
対
象か
ら
除い
た 。
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四 予4J等 等 等 等

6 33 16 17 72 数全
韻

。 24 6 8 I 38 
長

版
略韻

で・
有慶- ・・ ・・・・・----- ー -・-_--- . ・・p・・ +ーーーーーーーー
でそ

3 6 4 2 I 15 有の
他--------・.ー・. ..・・a・・ 司 ・晶晶晶 ..・ 争4・ ..・...‘・ ‘w・ーーー・・・. .

の有
3 30 10 10 53 合計韻の

3 3 6 7 I 19 無
エ斉 陪

合支
覚 合署長 五

ン ( 文. 五 文
明 文

ケ ニ 文 ア
ン明 とィ 明. - ナ 方く
ネイ 総ニ ヌ 氷
ン 1、 -:;::- 1 カ イ lま
1 五) 1 l 、

)文 キ 微
、 ) そ

屑イ ニ五
ナ 鐸 れ

(文
イ・ 2 文 ぞ1 - ) 一寸れ そ;:p、 ニ

業
1、 皆� ア 五1 イ 版山 の� 1 

支
ヒ 五

ナ、 10 
キ ケ ー ナ 他

イ ネL イ 文
明 でl 

三文 ) 版
イ 刀t キ 山

応版
明

有
2 ケ ー 五、 の

ネミ
カ

イ ン 内
と明 氷2 ナ 正、 版 訳

刀く 3 ン
、 1 

イ 力え 冊l1 ) 2 明先

文 迄 方く
耳、 文 ナ

ンン 2 1 1 ) 、

調
査
は 、
既
述
の
例
外
の
処
理
を
ふ
ま
え
て
い
る 。
し
た
が
っ

て 、
た
と
え
ば
一
等
模
韻
な
ど
は 、
『
鹿
長
版』
で
ニ
を一
例
持
つ
が
「『
略
韻』
『
慶長
版』
で
有」
の
中
に
入
れ
て
な
い 。



唐音の鼻音声母

こ
の
調
査
結
果
は 、
資
料
数
の
糟
加
に
伴
い
ナ
行
出
現韻
も
増
加
す
る
と
い

う
乙
と
を
示
し
て
い
る 。
乙
と
か
ら 、
唐
音
の
原
音
の
場合

、
す
べ
て
の
疑母

が
舌
音
化
す
る 、
す
な
わ
ち 、
疑母
に
お
け
る
非
鼻
音
化
作
用
は 、
舌血自
の
段

階
で
関
与
す
る 、
と
す
る
解
釈
が
生
じ
る 。
し
か
し 、

一
方
で
は 、
ナ
行
例
無

の
韻
も
少
な
く
な
く 、
し
か
も 、
そ
の
内 、
一
等
桓 、
二
等麻
合 、
四
等
粛
の

各韻
に
は 、
わ
ず
か
な
が
ら
も
A
・

ガ
両
行
があ
る
乙
と
か
ら 、
舌点固
化
す
る

乙
と
もあ
れ
ば
し
な
い
ζ
と
もあ
る 。
す
な
わ
ち 、
舌
音
の
段
階
で
関
与
す
る

乙
と
もあ
れ
ば 、
牙出自
の
段
階
で
関
与
す
る
乙
と
もあ
る 、
と
す
る
解
釈
も
出

さ
れ
よ
う 。
い
ず
れ
を
と
る
べ
き
か 、
『
中
原
音韻
』
等
を
参
照
し
て
も
判
断

に
苦
し
む
が 、
資
料
の
増
加
に
伴
うナ
行
例
の
増
加 、
立日
変
化
の一
般
的
なあ

り
方
か・り
し
て 、
疑母
は
一
一律
的
に
舌
音
化
す
る
と
見
た
方
が
無
理
が
な
い
と

思
わ
れ
る
こ
と 、
加
え
て 、
二
等
佳・
側・
麻
韻
に
は
A
・

ガ・
ナ
三
行
が
現

れ
て
い
る
乙
と
な
ど
は 、
桓
韻
な
ど
の
場合
と
て
実
はナ
行
に
写
さ
れ
る
べ
き

段
階
があ
っ
た
の
で
な
い
か 、
と
い
う
乙
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ

る
と
と 、
等
を合
わ
せ
て
み
る
と
と
ろ 、
ζ
と唐
音
の
場
合 、
前
者
の
解
釈
を

と
る
べ
き
か
と
考
え
ら
れ
る 。
以上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
本
稿
は 、
前
者
成
立

と
考
え
て
お
く
と
と
と
す
る 。

。

。

非
鼻
音
化
作
用
を
中
心
と
し
た 、
疑
母
の 、
こ
れ
ま
で
の
考
察
の
結
果
は 、

お
お
よ
そ
次
の
と
お
り
であ
る 。

注ぬ

1
ナ
行
は 、
一・
二
等
で
は
すl]
を 、
三
等
で
は
[
甲
山
を
写
す 。

2
非
鼻
音
化
作
用

①
一・
二
・

四
等
で
は
生
じ
て
い
た
が 、
三
等
で
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た 。

②
舌
音
[
』「]
[
ロI]
の
段
階
で
関
与
す
る 。

①一
等韻
で
は 、
開-
A口
が
か
か
わ
る 。
す
な
わ
ち 、
合
口
性
のあ
る
裁
の

注ω

方
が
そ
う
で
な
い
韻
よ
り
も
作
用
を
受
け
や
す
い
傾
向
に
あ
る 。

四
結

語

ニ
と
三
と
で
行っ
て
き
た
考
察
は 、
い
う
ま
で
も
な
く 、
唐
音
の
か
な
転
写

を
主
た
る
資
料
と
し
て
い
る 。
今
後
と
も 、
乙
の 、
転
写
の
レ
ベ
ル
か
ら
は
も

ち
ろ
ん
の
と
と 、
中
国
音韻
史
の
面
か
ら
も 、
検
討
を
加
え
て
行
か
ね
ば
な
ら

な
い 。
と
り
わ
け 、
疑母
な
ど
は 、
文
字
ど
お
り
な
お
大
づ
か
み
な
の
で 、
そ

の
細
部
に
わ
た
る
特
徴
の
把
握
な
ど
は 、
急
が
れ
る
と
こ
ろ
であ
る 。
ま
た 、

各
『
取県
分韻
略
』
問
の
組
磁
の
意
味
す
る
も
の 、
そ
し
て 、
近
世
期唐
音
と
の

関
係
な
ど
も明
ら
か
に
し
て
行
く
必
要
があ
る 。
乙
の
よ
う
に 、
一
と
お
り
検

討
を
加
え
て
み
た
も
の
の 、
残
る
課
題
は
少
な
く
な
い 。

唐
音
研
究
の
主
要
な
目
的
は 、
日
本
漢
字
音
史
ま
た
中
国
音
韻
史
に
お
け
る

唐
音
(
の
原
音)
の
位
置
づ
け
にあ
る
と
い
え
よ
う 。
乙
れ
に
つ
い
て
は 、
周

知
の
よ
う
に 、
唐
音
は 、
唐
代
以
前
の
中
国立自
に
よ
る
呉昌日・
漢
音
よ
り
も
成

注
目

立
が
遅
く 、
宋
代
以
降
の 、
「
中
世
漢
語」
の
中
の
南
方
音
に
よ
っ

て
い
る 、

と一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る 。
と
と
ろ
で 、
呉
音・
漢
音
の
場合
と
同
様 、
唐

音
の
研
究
に
お
い
て
も 、
中
国
音
の
参
照
が
欠
か
せ
な
い 。
「
中
世
談
話」
と

し
て
は 、
そ
の
際
『
中
原
音韻
』
が
よ
く
用
い
ら
れ
る 。
そ
れ
は 、
『
中
原
音

領』
が
「
中
世
漢
語」
の
い
わ
ば
代
表
格
であ
る
か
ら
で
もあ
る
が 、
最
大
の

要
因
は 、
「
中
世
漢
語」
に
お
け
る
南
方
音
の
実
態
が
十
分明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
乙
と
にあ
る 。
乙
こ
に 、
そ
の
か
な
転
写
か
ら
う
か
が
わ
れ
る唐
音
の

原
音
と 、
『
中
原
音韻
』
と
の
聞
の
新
旧
等
の
関
係
が
問
題
と
な
っ

て
く
る 。

も
と
よ
り 、
鼻
音
声
母
の
面
か
ら
だ
け
で
は 、
十
分
な
検
討
は
無
理
であ
る

が 、
乙
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
乙
れ
に
つ
い
て
何
か
い
え
ま
い
か 。

ま
ず 、
日母
と明
(
微)
母
の
場合

、
そ
の
検
討
の
過
程
や
結
果
を
振
り
返
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っ
て
み
る
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に 、
役
立
つ
も
のは
何
も
な
い 。
次
に 、
泥
母

の
場合

、
唐
音
に
[
]dl]
があ
り
『
中
原
音韻
』
に
そ
れ
が
な
い
が 、
後
者は、

疑
母
に
若
干[
ヲl]
を
持
つ
の
で 、
そ
れ
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め 、
泥
母
に

口
蓋
化
を
起
と
さ
せ
な
か
っ
た
と
も
解
釈
さ
れ 、
結
局 、
と
れ
と
い
っ
た
手
が

か
りは
得
ら
れ
な
い 。
一
方 、
残
る
疑
母
の
場合

、
『
中
原
音韻
』
で
鼻
音は、

「
驚
豪」
「歌
文」
(

す
な
わ
ち 、
家
部
・

歌
凱
一

等
の一
部)
に
[由l]
が 、

「
江
陽」
「
粛
豪」
「
車
遮」
(
す
な
わ
ち 、
阪
知・
渓
凱・
辞
韻
三
等
お
よ
び
肴

額
二
等
と
屑
額
四
等
の
一

部)

に
[
ち

]
[
ロ
1]

が 、

わ
ず
か
に
残
っ

て
い
る
だ

け
で 、
逐一
比
べ
て
み
る
ま
で
も
な
く 、
『
中
原
音
殻』
の
方
が 、
鼻
音
の
残

存
度
が
は
る
か
に
低
い 。
と
の
ζ
とは、
そ
れ
が
直
接
の
祖
と
い
え
な
い
に
し

て
も 、
唐
音は、
『
中
原
音
韻』
よ
り
も
古
態
を
見
せ
て
い
る 、
と
い
う
乙
と

を物
語
っ

て
い
る
も
の
と
い
え
る 。

注
目品

藤
堂
明
保
氏は、
問国立白
と
『
中
原
音
韻』
と
を
ほ
ぼ
同
じ
と
見
る 。
し
か

し 、
唐
音
には
濁
声
母
があ
っ
た
の
に
対
し
『
中
原
音
韻』
に
は
な
い
ζ
と 、

高
松
氏
c
に
よ
る
と 、
「
枝・
曽
摂は
中
原
音
韻
で
は
合
流
し
て
い
る」
が
「
表

分
韻略
は
ま
だ
梗・
mu
摂
合
流
以
前
の
綴
相
を
有
し
て
い
る」
乙
と 、
そ
し
て 、

右
述
の
疑
母
の
と
と
な
ど
を
見
る
と
乙
ろ 、
唐立日
の
方
が
古
い
姿
を
と
ど
め
て

い
る
と
い
う
べ
き
ょ
う
であ
る 。

以上、
簡略
な
が
ら 、
唐
音
の
位
世
づ
け
を
少
々
試
み
た 。
今
後
と
も 、
多

方
面
か
ら
乙
の
問
題
を
考
え
て
行
っ

て
み
た
い 。

注1
次
の
よ
う
な
論文
が
あ
る 。
な
お 、
以下 、
有坂・
坂
井
な
ど
と
い
っ

た
場
合 、
乙
れ
ら
を
指
す 。

。

有
坂
秀
世
・

「
識
経
の
府
立日
に
反
映
し
た
鎌
倉
時
代
の
音
筒
状
態
」
(
『
国

謡
音
凱
史
の
研
究』
増
補
新版)

。
坂
井
俊
一
・

「
『
略
綴
』
声
母
の
特
色
に

つ
い
て
」
(
漢
文
学
会
会
報
一

三)

。

高

松

政

雄

・

a

「

唐

音

||

漢

字

音

史

上

に

お

け

る

『

略

鍋

』

」

(

国

語

国

文

四

一

!
こ 、
b
「
唐
音続考
」
(困
語

国

文

四
一

|
七) 、
c
「鎌
倉
期
に
お
け

る
唐
音

||来
分韻
略

を通
し
て見
る

||」
(

国語
と
国
文

学
四
九
|七)

。

奥
村
三
雄
一
『
策
分
簡
略
の
研
究
』

第
七
草
そ
の
他

0
・
湯
沢
賓
幸
一
「
国
会
図
書
館
蔵
本
『
略
韻
』

の
唐
音
」
(
訓
点
語
と
訓
点

資
料
四
六)

注
2

唐
音
資
料
全
般
に
つ
い
て
は 、
有
坂
氏・
奥
村
氏
を 、
ま
た 、
本
稿
で

使
用
す
る
『茨
分
凱略』
に
つ
い
て
は 、
そ
の
他 、
高
松
氏・
湯沢
も
参

照 。

注
3

市出
音
無
加
点
の
抑制
合
の
と
り
扱
い
に
つ
い
て
は 、
奥
村
氏
(
第
七
笠
三

-
二)
や
高
松
氏
C
も
述べ
て
い
る 。
右
側
の
呉立目・
設立ut
口
注
は 、
唐

音
を
も
表
わ
す
と
認
め
る
上
で 、
税
駆
的・
消
極
的
の
迷
い
が
生
じ
て
来

る
が 、
ω
か
な
表
記
上 、
呉
音・
波
音
と
底北口
と
が
同一
形
に
な
る
可
能

性
は
あ
る
と
と 、
ω
狭
い
行
間
に且日
注
等
を
加
え
る
に
当つ
て
は 、
利
用

者
に
誤
解
を
与
え
な
い
範四
で
省
略
を
行
う
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と

と 、
ω
本
告
に
は 、
全
体
に
わ
た
っ
て 、
町立H
が
加
え

ら
れ
て
い
る
と

と 、
す
な
わ
ち 、
全
休
に
わ
た
っ
て 、
回虫u
加
点
を
行
お
う
と
加
点
者
は

意
図
し
て
い
る
乙
と
な
ど
か
ら 、
唐血回
線
加
点
の
場
合 、
少
な
く
と
も 、

一
た
び
は 、
右
側
の
音
注
は
唐
音
を
も
示
し
て
い
る
と
認
め
て
拾
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る 。

注4
『
略飢』
『皮長版
』
の
訓
注
や
呉
音・
淡北口
注
に
は 、
四
つ
が
な
の
混

同
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で

、

唐
土
日
に
も
な
い
と
し
て
論
を
進
め
る

。

注
5

以
下 、
批判
に
ζ
と
わ
ら
な
い
限
り 、
中
古
音
は
河
本
淡
氏
(
造
元
任
等

訳)
『
中
国立百
凱学
研
究』 、
成代
音
(怠
琳
音)
は
河
野
六郎
氏
「朝
鮮

漢
字
音
の
研
究
」
(
朝
鮮
学
報
三
一

l
三
五) 、
『
中
原
音
韻
』

音
は
越
蔭
栄

氏
『中原
音節
研
究』
に
よ
る 。

注
6
『淡
語山人
稿』
(
二
十
節
か)
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底 音 の 鼻 音 声 母

注
7

以
下 、

特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り 、

組
元
任
氏
『
現
代
呉
語
的
研
究
』

に
よ
る
。

注
8

日
母
字
底
tn
音
注
の
サ
行
は
ザ
行
と
い
う
こ
と
、

濁
音
声
母
の
残
存
に

つ
い
て
は

、

有
坂
・

坂
井
・

高
松
a
各
氏
や
湯
沢
を
参
照 。

注
9

明
母
(
徴
母)

の
ハ
行
が
パ
行
と
考
え
ら
れ
る
乙
と
に
つ
い
て
は 、

注

8
と
同
一

論
文
参
照 。

注
目

「
唐
代
音
韻
史
に
於
け
る
軽
唇
音
化
の
問
題
」
(
北
海
道
大
学
文
学
部
紀

要

凶
〈l
N 、
一

二
|一

一)

注
目

以
下 、

他
の
『
来
分
韻
略
』

と
は 、

下
記
の
も
の
を
指
し 、
『
五
山
版
』

『
文
明
版
』

な
ど
と
略
称
す
る 。

内
閣
文
庫
蔵
本
五
山
版・
東
京
大
学
付
属

図
書
館
蔵
本
文
明
版
・

東
洋
文
庫
蔵
本
明
応
版
・

同
永
正
版。

ζ
れ
ら
の

内 、
m
に
ヒ
ン
加
点
は
『
明
応
版
』
以
外
の
三
本 。
『
明
応
版』
は
無
加
点

。

注
ロ

刀t 明 文 五 箆 略

略EZ正 応 明 山 長
j仮 版 版 版 版 韻

ト一一、、、 ヒ 、、、 、、、 、、、 康ト一一 一、、、 、、、 ヒ 、、、 、、、 、、、 際 支トー一一、、、 、、、 ヒ 、、、 、、、 習量ト一一、、、 、、、 ヒ 、、、 ヒ | 醸
韻、、、 、、、 ヒ 、、、 、、、 � 

ヒ 、、、 、、、 寝ト一一一、、、 、、、 ヒ 、、、 ヒ | 、、、 酒
、、、 、、、 ヒ ミ 、、、 ヒ | イ 樋
、、、 、、、 ヒ ミ 、、、 、、、 、、、 康
、、、 ヒ | ヒ 、、、 、、、 、、、 周 脂 l

I ご、 、、、 ヒ ミ 、、、 ヒ | 煽

、、、 ヒ | 、、、 、、、 、、、 美 おi
、、、 、、、 、、、 魅
不 ト一一
明

、、、 、、、 t目

注
日

た
と
え
ば 、

平
声
の
場
合 、

冒
頭
の
束
韻
で
は 、
一

O
九
字
中
一

O
三

字
に
庇
音
加
点
が
あ
る
が

、

支
(
脂
之)

韻
で
は 、

三
三
五
字
中
一

O
一

字
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い

。

注
比

ピ
の
出
現
を 、

た
と
え
ば 、

明
母
が
[
「
l]

を
持
っ
と
と
も
あ
る
よ
う

な
庭
内
音
と
か
か
わ
ら
せ
な
が
ら
説
明
す
る
と
と
や

、

唐
音
明
母
(
さ
ら

に
は
徴
母)

を

自l〉
r
I(

〈
e」

rl(
〈
1)〉

5
ー

と
い
う
変
化
の
一

過
程
に

あ
る
と
し
て
説
明
す
る
ζ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
が

、

そ
れ
ら
は 、

そ
の

よ
う
に
し
て
み
る
と
一

通
り
の
説
明
が
で
き
る
と
い
う
だ
け
で

、

そ
の
よ

う
な
方
言
音
を
用
い
る
べ
き
綬
拠 、

ま
た

、

そ
の
よ
う
な
過
程
に
あ
る
と

い
う
確
実
な
証
拠
も
な
い
の
で

、

本
稿
で
は
と
ら
な
い

。

注
目

坂
井
氏
は 、

乙
の
ミ
に
つ
き
、

「
斯
江
方
音
に
て
は

、

白
謡
音
は
m
k

な
っ
て
お
る
故
に

、

と
の
異
例
は
白
話
音
を
伝
え
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
。

」

と
い
う 。

注
は山

な
お

、

現
代
呉
地
方
立日
で
は 、

多
く
の
地
が

、

微
母
文
言
立目
[
〈
]
・

白
話
立日
[
B
l] 。

注
η

氏
は

、
『
略
韻
』
を
資
料
と
す
る
が 、

防
相凶
の
7
ウ
に
つ
い
て
は
触
れ
て

い
な
い

。

乙
れ
に
対
す
る
氏
の
見
方
を
お
う
か
が
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

ヲゐ 。
注
目

高
松
氏
a
や
湯
沢
参
照 。

注
印

河
野
氏
日

注
5
(
三
五
|

五
・

ニ
・

四
・

五)
、

平
山
氏
一

注
目

。

注
却

な
お 、

諸
本
間
に
お
け
る
7
・

パ

行
出
現
上
の
相
違
も 、

虞
韻
の
場
合

に
準
じ
て
考
え
ら
れ
よ
う 。

注
目4

高
松
氏
a
c
は
陽
鎖
微
母
に
も
く
わ
し
く
言
及
し
て
い
る 。

氏
と
湯
沢

と
の
聞
に
は 、

準
唐
音
注
の
扱
い
方
等 、

サ革
本
的
な
考
え
方
に
お
い
て
相

違
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
が
少
な
く
な
い

。

氏
の
主
意
が
那
辺
に
あ
る

の
か 、

と
ら
え
が
た
い
と
と
ろ
が
あ
る
が 、

氏
(
C

)
は

、

防
部
7
・

パ
行

出
現
に
つ
い
て
は

、
「
結
局
は
陽
凱
が
軽
唇
出口
化
す
る
際
の
若
干
の
異
色

性
と 、

そ
れ
よ
り
も
何
よ
り
も
我
が
固
に
お
け
る
古
く
か
ら
の
パ
・
7
行

音
の
近
似
性
が
最
も
大
き
な
因
子
と
考
え
」

て
い
る
よ
う
で
あ
る 。
「
若

干
の
異
色
性
」
「
パ
・

マ
行
音
の
近
似
性
」

の
関
与
の
仕
方
・

起
度
等 、

湯

沢
に
は
な
お
理
解
し
か
ね
る
と
こ
ろ
が
あ
り 、

今
後
の
議
論
を
期
待
し
た
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い
が 、
氏
の
立
場
は 、
基
本
的
に
は
日
本
に
原
因
を
求
め
て
い
る
点
で
は

賛
成
で
き
る 。
し
か
し 、
乙
と 、
『
略
韻』
『
民
長
版』
(
さ
ら
に
は 、
『
五

山
版』
『
明応
版』
『永

正
版』
な
ど)
の
場
合 、
中
国
音
の
声
調(
区
分)

を
ぬ
き
に
し
て
は 、
語
れ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か 。

注
担

疑
母
カ
行
が
ガ
行
と
見
な
さ
れ
る
と
と
に
つ
い
て
は 、
注
目
と
同一
論

文
参
照 。

注
お

有
坂
氏・
坂
井
氏
な
ど
参
照 。

花
川品
注
5
の
高
本
淡
氏
著
書
二
五
六
ぺ
の
疑
母
表
参
照 。
ま
た 、
貴
闘味
宗
唐
音

の
寛
文一
O
年
刊
『
慈
悲
水
償
法』
で
は 、
桜
ウ
2、
ク
2、
暗
カ
イ
1 、

泰
合
ウ
イ
1、
桓
ワ
ン
1、
奈
カl
ウ
1、
歌コ
4、
文
コ
1、
尤
エ
ウ

1、
ケ
ウ
ー
と
なっ
て
い
る 。
合
口
性
の
韻
すべ
て
が
A
で
は
な
い
が 、

少
な
く
と
も 、
そ
れ
に
は 、
そ
う
で
な
い
凱
よ
り
も
多
く
A
行
が
見
出
さ

れ
る
の
で
あ
る 。
な
お
『
中
原
音
韻』
で 、
鼻
音
の一
等
韻
疑
母
字
は、

「
粛
豪」
「
歌
文」
の
関
口
だ
け
に
あ
り 、
そ
れ
以
外
の
疑
母
字
は
すべ
て

非
鼻
音
で
あ
る 。
乙
の
と
と
も 、
間
接
的
な
が
ら 、
合
口
性
の
あ
る
抽出
の

方
が 、
よ
り
非
鼻
音
と
な
り
や
す
か
っ
た
と
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
ま

い
カ。

注
お
『
文
明版』
『
明応
版』
『永

正
版』 。

注
お
注
討
の
河
本
渓
氏
の
表 。

注
幻
A
行
|

①
支A口
偽
の
イ
は 、
立目
符
為
が
『
略
韻』
『
慶
長
版』
支・
慌

で 、
ィ
の
府主日
を
持
っ
と
と
か
ら 、
音
符
の
唐
音
の
類
推
に
よ
る
も
の

か 。
②
ウ
加
点
の
虞
韻
鷹
は 、
同
音
他
字
例
の
ほ
と
ん
ど
が
1
i
で
あ
る

乙
と 、
一
等
の
整
理
表
の
ご
と
く
ウ
を
加
点
の
模
韻
疑
母
字
で
も
あ
る
と

と
か
ら 、
乙
の
ウ
は 、
当
該
字
が
模
凱
の
時
に
持
つ
も
の
と
い
え
る 。
@

元
合
腕
加
点
の
エ
ン
の
出
現
理
由
不
明。
A・
ガ・
ナ
行
以
外
|

①
鍾
部

顧
加
点
の
シ
フ
ン
の
出
現
理
由
不
明。
②
薬・
民・
蒸
韻
の
猪・
迎・
凝
加

点
の
チヤ・
7
ン
・
ヒ
ン
に
つ
い
て
は 、
下
表
の
よ
う
な
同
音
他
字
例
の

出
現
か
ら 、
チ
ヤ
は
キ
ヤ
の、
マ
ン
は
ニン
の

、
ヒ
ン
は
ニ
ン
の、
そ
れ

ぞ
れ
誤
字・
誤
刻
と
い
え
ま
い
か 。
な
お 、
奥
村
氏
は 、
「
音
カ
ナ
索
引」

で
チヤ
に
つ
き
「
キ
ヤ
か」
と
い
い 、
ま
た 、
7
ン
を
ニ
ン
と
認
定
し
て

い
る 。
ま
た 、
高
松
氏
a
に
も 、
ヒ
ン
に
つ
い
て
述べ
る
と
ζ
ろ
が
あ
る 。
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" 凝 被

去 平
迎 嬉 注

字
ヒ 略
ン ン 1ífi 
ヒ 竺<'

チ
E呈

ン ン ン ヤ 長!坂
一 一 キ 五
ン ン ン ヤ 山

!坂
一一 ン キ キ 文ン イ ン ヤ
ン 明
ア !坂
ン

チ
テ判-

明
長永ン ン

ン ヤ 正
版

注
お

鼻
音
か
ら
非
鼻
音へ
転
じ
る
過
程
や
そ
の
種類
に
つ
い
て
は 、
注
5
6

の
高
本
漢
氏
(
第
三
巻
第
八
章)、
王
カ
氏(
二
十
節)
が
く
わ
し
い 。

注
却

な
お 、
『
略
額』『
慶
長
版』
に
は
な
い
が 、
四
等
の
ナ
行
に
つ
い
て
は 、

三
等
の
場
合
と
同
様
の
理
由
で 、
そ
れ
は
[
ヨl]
を
写
す
と
い
え
る 。

注
叩
注
却
の
高
本
漢
氏
の
表
に
よ
る
と 、
方
言
に
お
い
て
も
若
干
異
な
る

が 、
二・
三・
四
等
に
お
い
て
も 、
開-
A口
に
関
し
て
は 、
一
等
と
ほ
ぼ

同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る 。
唐
音
二・
三・
四
等
に
は 、
そ
の
傾
向
に

沿
う
よ
う
な
ζ
と
が
ら
は
見
出
せ
な
か
っ
た 。
し
か
し 、
乙
の
乙
と
に
よ

る
と
と
ろ 、
三
等
の
例
外
と
し
て
処
理
し
た
も
の
の 、
三
等
A
行
の
三
例

は 、
すべ
て
合
口
性
の
あ
る
韻
に
出
現
し
て
い
る
の
で 、
虞
韻
の
ウ
は
と

も
か
く
と
し
て
も(
注
幻
参
照)、
残
る
二
例
は 、
あ
る
い
は 、
三
等
非
鼻

音
化
の
先
駆
例
と
い
うべ
き
か
も
し
れ
な
い 。

注
幻
『
中
国
語
学
新
辞
典』
に
お
け
る
定
義(
藤
堂
切
保
氏)
に
よ
る 。

注
担
『
漢
語
と
日
本
語』
二・
ニ 、
「
漢
字
概
説
六」(『
岩
波
諮
座
日
本
語
8』)

な
お 、
『
中
国
語
音
韻
論』
W
6
G
な
ど
も
あ
わ
せ
て
参
照 。

注
お
た
と
え
ば 、
高
松
a
や
湯
沢
参
照 。
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